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令和６年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜氷取沢高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①グローバル社会にお

ける多様な価値観を理

解し、協働して社会で

活躍できる人材を育成

する。 

②学校行事や生徒会活

動を通じて、主体的に

課題に取組む姿勢を養

う。 

①校内の ICT 機器、生徒

のタブレット等を利用

し、インタラクティブ

な学習活動を充実させ

る。学習アプリを活用

し、個別最適な学習の

主体的な取組みにつな

げる。 

①外国語教育の充実、姉

妹校を含む国際交流、

海外修学旅行等、国際

社会へ参画する力を育

成する。 

②体育祭及び氷焱祭の時

期を見直したが、適切

かどうかを検証する。 

②生徒が積極的に行事や

委員会活動に取り組

み、自らコのミュニケ

ーション能力を発揮す

る力を育成する。 

 

①ICT 機器、生徒のタブレ

ット等を効果的に活用し

生徒間や教員との相互的

な活動をもとに学びを深

める。 

①学習アプリを利用し、対

話的な学習活動や個別最

適な学習活動を行う。 

①オンラインでの交流も続

けながら、直接交流の際

にはより多くの生徒が関

われるような機会をつく

る。 

①日常的に「話す」活動を

積極的に取り入れ、スピ

ーチ・プレゼンテーショ

ンコンテストの質的向上

を目指す。 

②多くの教職員が、学校行

事、部活動等について本

校 HP の更新を積極的に

行う。 

②各行事の前後の活動に無

理が生じていないか方面

ごとに検証する。 

②生徒同士がコミュニケー

ションをとりながら、生

徒主導で行事を組み立て

られるよう、教員が投げ

かける形で行事・委員会

活動を進める。 

①生徒のタブレットや ICT

機器を用いたインタラク

ティブな活動がデータ上

からも十分に実施できた

か。 

①授業改善につながるよう

な学習アプリ等の研修を

実施できたか。 

①様々な国際交流を行うこ

とで、国際理解教育がよ

り充実したものになった

か。 

①様々な国際交流に参加し

た生徒たちの達成感や充

実感の向上が図れたか。 

①スピーチ・プレゼンテー

ションコンテストを通し

て、英語力の向上を感じ

るとともに、グローバル

な視点を養うことができ

たか。 

②令和５年度に比べて、HP

の更新頻度が上がった

か。 

②各行事の進捗状況は効率

が良かったか、方面ごと

に振り返る。 

②行事・委員会活動ともに

振り返りの場を設け、生

徒主体で進めることがで

きたかを検証する。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりに寄

り添い、教育相談体制

を充実させる。 

②部活動や行事を通し

て連帯感や責任感の涵

養を図る。 

①かながわこどもサポー

トドックと教育相談

（いじめ）アンケート

のシームレスな実施を

目指す。 

①SCとSSWの勤務日違い

の問題を、今年は職員

へのしわ寄せが解消で

きるよう継続的に工夫

する。 

②生徒間の人間関係が健

全に構築できるよう、

指導を工夫する。 

①かながわこどもサポート

ドックの項目追加の工夫

と、ペーパーベースの教

育相談（いじめ）アンケ

ートの実施によりスピー

ディー且つ効果的に潜在

的いじめ・いじりなどの

あぶり出しをする。 

①昨年度に継続し、定例コ

ア会議の活用を通し、生

徒の課題への気付きを進

める。 

①個々の生徒が、人間関係

①かながわこどもサポート

ドックにより明らかにな

った点を生徒支援に生か

すことができたか。 

①教育相談（いじめ）アン

ケートによる情報収集に

より、生徒の人間関係の

問題点を把握し、支援に

生かすことができたか。 

①コア会議が、生徒の抱え

る問題の気付きに活かさ

れたか。また課題のある

家庭の掌握に役だった

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②部活動の活動報告や大

会情報を生徒の目に多

く触れさせ、相互の活

動を認め合い、連帯感

をはぐくむ。また、救

急救命講習会等を通し

て部活動に参加してい

る責任感を育む。 

こじれなどに起因するメ

ンタル事象を乗り切れる

ような精神的自立を促す

指導をさらに充実させ

る。 

②昇降口モニターや HP を

通して、相互の活動を高

い頻度で発信し、応援や

コミュニケーションに繋

げる。 

か。 

①生徒が抱える課題につい

て、どのような指導の工

夫が可能であったか、意

見集約などで検証する。 

②部の活動報告や大会結果

など情報を、必要十分な

頻度で発信ができたか。 

３ 進路指導・支援 

①自己と集団や社会と

の関わり、職業観、

倫理観、使命感等を

育成する。 

②自他の幸福を追求

し、自立し、たくま

しく生きるための基

礎力を身に付けさせ

る。 

①生徒が自己の人生をプ

ランニングできる能力

を開発する。 

 

②生徒の他者を思いやる

心や、社会に貢献する

意欲を育む。 

①生徒に単に進路希望を問

うだけでなく、自己の生

き方あり方を問いかける

ガイダンスを実施する。 

②個別学習に対応したシス

テムを全学年に導入し、

学びの基礎力を高める。 

①進路支援グループ職員を

核とし、各学年の教職員

が共通の視点で指導を行

えたか。 

②スタディサプリを全学年

導入し、個に対応した学

びを充実させることがで

きたか。 

     

４ 地域等との協働 

①家庭、地域の教育力

を活用し 地域との

交流活動を通し、保

護者や地域に信頼さ

れる学校づくりをめ

ざす。 

① 本 校 HP 、 X （ 旧

Twitter）等の広報媒

体を充実させる。 

②学校運営協議会委員と

の協働等により、様々

な形の地域連携を模索

する。 

①各媒体の更新頻度を増や

し、新しい情報を随時発

信する。 

②地域が本校に対し、どの

ような貢献を求めている

か、学校運営協議会等を

通じて情報収集し、可能

なところから協力してい

く。 

①HP の更新頻度が令和５

年度に比べて増加した

か。 

①新しい情報、求められる

情報等の発信が安定的に

行われていたか。 

②学校運営協議会等で収集

した情報を地域貢献に生

かすことができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全で安心な学習環

境の維持に努め、点

検・改善に努める。 

②信頼かつ信用ある学

校経営に努め、事故不

祥事根絶に向け、強い

決意をもって臨む。 

 

①丁寧な広報活動を目指

す。 

①様々な機会を通じて生

徒の防災意識を高める

教育活動を行う。 

①生徒が主体となって美

化活動と資源の再利用

に努める。 

②成績処理支援システム

等を用い、成績処理や

生徒の情報管理を一元

的に行うことで個々の

業務の効率化を図る。 

①各種説明会、学校案内等

において、生徒が活躍で

きるような場を増やし、

生徒及び保護者の目線に

立った広報活動を行う。 

①現況に即した防災訓練を

実施すると共に、DIG 等

を実施する。 

②成績処理支援システム等

を利用して、日々の出欠

等の生徒の情報を電子的

に管理することを徹底す

る。 

①各種説明会において、生

徒が中心になって進み、

生徒が活躍する場となっ

たか。 

①アンケートを通じて生徒

の防災意識が高まった

か。 

①アンケートを通じて生徒

の校内美化意識や資源回

収意識が高まったか。 

②生徒の情報の電子管理が

徹底され、成績処理期間

にその確認作業が偏らな

いか。 

     

 

 


